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要旨
自然言語処理の分野では多言語かつ言語横断的な言語研究が盛んに取り組まれている。その
言語横断的な言語研究の取り組みとして Universal Dependencies(UD)がある。UDでは品詞
や係り受け構造の標準・スキーマを定め、多言語のコーパスを提供している。本論文では、日
本語コーパスである現代日本語書き言葉均衡コーパス (BCCWJ)を UDのスキーマへと変換
したコーパスについて紹介をする。BCCWJ では日本語における文節単位の係り受け情報が
すでに付与されている。この係り受け構造を基にして UD へと変換するプログラムの開発を
行った。しかし、文節単位は UDの単語単位には沿っていない。そのため、BCCWJで提供さ
れている短単位と長単位というふたつの言語単位を単語の単位をして認定したコーパスを構築
する。短単位と長単位について UDのスキーマに当てはめた場合、どのような係り受け構造が
できるのかを示す。
1. はじめに
Universal Dependencies(1)(以下 UD) は、多言語で一貫した構文構造とタグセットを定義
し、言語間での共通した依存構造タグ付きコーパスを提供することを目的とした活動、あるい
はそのコーパスのことを指している。我々は UD の日本語版を設計する活動として、品詞体
系、ラベル付き依存構造の定義の策定、その github 上での文書化と、参照用のコーパスの作
成に着手している。本稿ではこの UD日本語版設計の活動の一環として、現代日本語書き言葉
均衡コーパス（以下 BCCWJ）(Maekawa et al. 2014)に基いた日本語 UDコーパスについて
紹介する。
既存の日本語依存構造タグ付きコーパスとして、京都大学テキストコーパス (Kurohashi and
Nagao 2003)・日本語係り受けコーパス (Mori et al. 2014)などが存在する。また、UD 基準
の依存構造タグ付きコーパスとして、日本語句構造ツリーバンク (田中ほか 2014, Tanaka and
Nagata 2013) を変換した日本語版 UDコーパス UD Japanese KTC (Tanaka et al. 2016)が
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(1) Universal Dependencies v2 http://universaldependencies.org/
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公開されている。このコーパスは日本語句構造ツリーバンクにある形態素や句構造などのア
ノテーションを用いて変換されたものである。本データは UniDicの短単位を単語の単位とし
て採用している。そのほか Wikipedia 由来の UD Japanese (Japanese 無印) や、パラレル
コーパス由来の UD Japanese PUD (Japanese-PUD) があるが人手による修正が行われてい
ない。(2)
本論文では、BCCWJを UDの体系へと変換したコーパスを紹介する。BCCWJには、短
単位・長単位の形態論情報だけでなく文節単位の依存構造・並列構造アノテーションである
BCCWJ-DepPara (Asahara and Matsumoto 2016) や述語項構造情報アノテーションである
BCCWJ-PAS (植田ほか 2015) が提供されている。これらの情報に対する変換プログラムを
作成することで，Universal Dependencies の議論に即した木構造の変換に対応することがで
きる。以下では、現在行っている体系の概要について解説する。
2. BCCWJの Universal Dependencies化
2.1 Universal Dependenciesの構成
UDでは、語順が自由な言語も含めて言語横断的に共通化した体系を確立するために、句構
造を考慮せず、すべての構文構造を単語間の依存関係と関係のラベルで表現する。異なる言語
間で依存構造解析器の性能比較を行うだけでなく、言語学的に類型論的な分析が可能にすべく
言語横断的な設計を目指している。図 1 のように内容語間の依存構造を中心とした表現を用
いる。現在のアノテーション体系は version 2.0 は、Google Universal Part-of-speech Tags
(Petrov et al. 2012) を基にして表 1のような 17種類の品詞ラベル Universal PoS tags が定
義されている。さらに Universal Stanford Dependencies(Marie-Catherine et al. 2014) を基
にして表 2のような 37種類の係り受けのラベル Universal dependency relations が定義され
ている。
2.2 BCCWJの Universal Dependencies化
『現代日本語書き言葉均衡コーパス』(BCCWJ)(Maekawa et al. (2014))は、書籍全般、雑
誌全般、新聞、白書、ブログ、 ネット掲示板、教科書、法律などのジャンルにまたがって 1
億 430万語のデータを格納したコーパスであり、現在、日本語について入手可能な唯一の均衡
コーパスである。このうちコアデータである 1980サンプル・57256文には形態論情報が付与
されており、文節依存構造・並列構造・述語項構造が付与されている。既存のアノテーション
に基づき、変換プログラムを構築することで、UD 本体の基準の変更や日本国内での議論に対
応することができる。
以下では単位認定・品詞割り当て・依存構造ラベル割り当て・ファイルフォーマットについ
て説明する。
(2) UD 基準の依存構造タグ付きコーパス (Japanese 無印, Japanese-KTC, Japanese-PUD) は http://
universaldependencies.org/にて配布されている。
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図 1 Universal Stanford Dependenciesのイメージ. 上が英文、下が日本語. 助動詞や格助詞など、英
語と日本語の違いがあっても、内容語の関係は保たれている
表 1 Universal PoS version 2.0 一覧
NOUN 名詞
PROPN 固有名詞
VERB 動詞
ADJ 形容詞
ADV 副詞
INTJ 間投詞
PRON 代名詞
NUM 数詞
DET 限定詞
ADP 接置詞
AUX 助動詞
PART 接辞
CONJ 接続詞
SCONJ 従属接続詞
PUNCT 句読点
SYM 記号
X その他
2.3 単語認定
日本語は英語とは異なり、単語に分割されていない。そのためまず単語の認定について決め
る必要がある。基本的に BCCWJで用いられている単語単位をベースとして UDを構築する。
BCCWJ のすべてのサンプルは短単位・長単位という言語単位に基づいて形態素解析され
ている。短単位は日本語の形態的側面に着目した規定した単位であり、語種ごとに規定した最
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表 2 37 種類の係り受けのラベル Universal dependency relations 一覧
格要素 節 修飾語 機能語
核となる要素
nsubj
obj
iobj
csubj
ccomp
xcomp
その他の要素
obl
vocative
expl
dislocated
advcl
advmod
discourse
aux
cop
mark
名詞関連
nmod
appos
nummod
acl amod
det
clf
case
並列 複数の単語 いろいろ 特殊なケース その他
conj
cc
fixed
flat
compound
parataxis
list
orphan
goeswith
reparandum
punct
root
dep
図 2 長単位・短単位・文節のイメージ
小単位の線形結合に基づき定義されている。長単位は日本語の構文的な機能に着目して規定し
た単位であり、文節の構成要素ともなっている。このうち文節単位の依存構造アノテーション
として BCCWJ-DepPara(Asahara and Matsumoto 2016) がある。短単位・長単位・文節は
図 2のように短単位＜長単位＜文節という階層関係が成り立っている。
BCCWJ版 UDでは、Tanaka et al. (2016)に倣い、BCCWJの品詞体系である短単位を基
本単位として採用する。ただし、以降の節で説明する通り、UDや他の言語と基準を合わせる
ためには長単位に付属している用法の情報も必要となる。過去の研究では短単位を基準として
調査されているものが多く、長単位について議論されているものは少ない。このため、短単位
ベースと長単位ベースのコーパスどちらも準備する予定である。以降は短単位を基本として議
論するものの、長単位に基づく変換規則についても言及する。
2.4 Universal PoS tagsへの変換
UDでは全言語の品詞を集約するための体系として Universal PoS version 2.0 を採用して
いる。Universal PoS version 2.0 では、表 1に示す 17種の品詞が定義されている。品詞の細
分類や、性数・時制・格など文法的属性に関するものは、FEATSや MISCなど列に言語ごとの
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個別に定義する属性値 (features) を持たせることで情報が失われないようにしている。
日本語版の UDでは UniDic(伝ほか 2007)と Universal PoS tagsとの対応表を構築するこ
とで UDの品詞を定義する。BCCWJ は、短単位では語彙主義的な可能性に基づく品詞体系
を採用している。例えば「名詞-普通名詞-副詞可能」は「名詞」用法も「副詞」用法もある語
彙であることを意味する。長単位では文脈に基づいてこの用法の曖昧性を解消する用法主義に
基づく品詞を規定している。BCCWJには長単位形態論情報として「用法」の情報が付与され
ている。
Universal PoS tagsへの変換は基本的には語彙主義に基づく品詞で対応付けを行う。UniDic
は短単位の品詞体系であり、辞書的、語彙的な品詞情報を規定している。そのため短単位にお
いては、UniDicをそのまま品詞体系として用いることが可能である。
ただし、いくつかの単語に関しては、用法主義に基づく品詞体系を用いる。例えば、サ変名
詞や形状詞の場合は語彙主義に基づく品詞体系ではなく、文脈に基づいて用法の曖昧性を解消
する用法主義に基づく品詞を用いる。用法主義に基づく品詞のほうが、他の言語との対応がと
りやすいという利点があるということと、語尾の有無などにより揺れが少なく VERB, ADJ とす
る条件を規定し易いからである。以上を踏まえて Universal PoS tagsと UniDic の対応を表 3
に示す。この議論は Tanaka et al. (2016)でも言及されている。
2.5 係り受け構造の変換
BCCWJ-DepPara (Asahara and Matsumoto 2016)には BCCWJ に対する文節係り受け
情報が含まれている。文節単位係り受けを単語単位の係り受けに変換するために、文節内の主
辞を決定し、文節内の他要素に関してはすべて文節内の主辞に係けるようにする。文節内の主
辞は内容語と機能語が分かれる内容語の最右の語を採用する。具体的には CaboCha (工藤・
松本 2002) に実装されている 文節の UniDic 主辞決定規則 (selector.cpp)をもとに若干変
更したうえで実装した。図 3に主辞決定規則を示す。
しかし、BCCWJ-DepPara は係り先情報は含んでいるものの、Universal dependency
relationsに対応する係り受けの統語的な用法 (ラベル nsubj, obj, iobjなど)を含んでいな
い。そこで、BCCWJ-PAS (植田ほか 2015) の述語項構造情報と係り受け関係がある単語対
の品詞情報などから Universal dependency relationsラベルを決定して割り当てている。表 4
に Universal dependency relations割り当ての規則を示す。
現在の規則は節であるか否かの判別を行っておらず、csubj, advcl, acl などの節関連の
ラベルについては解決できていない。今後、節であるか否かについて基準を作成することで、
解決をはかる。
また BCCWJ-DepPara には並列構造情報が含まれているが、今回の変換規則については
cc, conj などの並列構造関連の規則がまだ定義できていない。これについても今後検討して
いく。
2.6 UDのファイル形式：CoNLL-Uフォーマット
UDでは、ファイル形式として CoNLL-U形式が採用されている。表 5のような 10列で構
成された、タブ区切りのテキストファイルとなっている。
??????ワ?クショップ2017?????
137 2017?9?5?-6?
手順:
文節内の単語を見る
1. その単語の品詞が/助詞|助動詞|接尾辞,形容詞的|接尾辞,形状詞的|接尾辞,動詞的/にマッチする
->その前の単語が主辞
2. その単語の品詞が/助詞|助動詞|接尾辞,形容詞的|接尾辞,形状詞的|接尾辞,動詞的/にマッチしない
->次の単語を見る
3. 最後の単語である -> 前の単語が主辞
図 3 文節の主辞決定規則
# sen t i d = OC01 00001−1
# text = 詰 め 将 棋 の 本 を 買 っ て き ま し た 。
1 詰 め tsumeru VERB 動 詞− 一 般 2 compound bpos=" C O N T "
2 将 棋 shougi NOUN 名 詞− 普 通 名 詞− 一 般 4 nmod bpos=" S E M _ H E A D "
3 の no ADP 助 詞− 格 助 詞 2 case bpos=" S Y N _ H E A D "
4 本 hon NOUN 名 詞− 普 通 名 詞− 一 般 6 dobj bpos=" S E M _ H E A D "
5 を wo ADP 助 詞− 格 助 詞 4 case bpos=" S Y N _ H E A D "
6 買 っ kau VERB 動 詞− 一 般 8 advcl bpos=" S E M _ H E A D "
7 て te SCONJ 助 詞− 接 続 助 詞 6 mark bpos=" S Y N _ H E A D "
8 き kuru VERB 動 詞− 非 自 立 可 能 0 root bpos=" R O O T "
9 ま し masu AUX 助 動 詞 8 aux bpos=" F U N C "
10 た ta AUX 助 動 詞 8 aux bpos=" S Y N _ H E A D "
11 。 PUNCT 補 助 記 号− 句 点 8 punct bpos=" C O N T "
# sen t i d = OC01 00001−2
# text = 駒 と 盤 は 持 っ て い ま せ ん 。
1 駒 koma NOUN 名 詞− 普 通 名 詞− 一 般 3 nmod bpos=" S E M _ H E A D "
2 と to ADP 助 詞− 格 助 詞 1 case bpos=" S Y N _ H E A D "
3 盤 ban NOUN 名 詞− 普 通 名 詞− 一 般 5 dobj bpos=" S E M _ H E A D "
4 は ha ADP 助 詞− 係 助 詞 3 case bpos=" S Y N _ H E A D "
5 持 っ motsu VERB 動 詞− 一 般 0 root bpos=" R O O T "
6 て te SCONJ 助 詞− 接 続 助 詞 5 mark bpos=" F U N C "
7 い i r u VERB 動 詞− 非 自 立 可 能 5 aux bpos=" F U N C "
8 ま せ masu AUX 助 動 詞 5 aux bpos=" F U N C "
9 ん zu NEG 助 動 詞 5 aux bpos=" S Y N _ H E A D "
10 。 PUNCT 補 助 記 号− 句 点 5 punct bpos=" C O N T "
. . . .
図 4 BCCWJ の UD サンプル (OC01_00001). 上記のようにタブ区切りのテキストファイルになる.
MISC列には文節情報などを付与する。
実際のサンプルを図 4 に示す。これは短単位で解析した結果であり、本稿執筆時点で
の開発段階のものである。実際には MISC 列などに、日本語特有の言語情報を付与するこ
とで、言語の特徴を用いた言語解析の研究などに利用できるようにする。データセットは
http://universaldependencies.org/にて公開する。
3. おわりに
本稿では日本語コーパスである現代日本語書き言葉均衡コーパス (BCCWJ)を UDの体系
へと変換したコーパスについて紹介した。
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本稿執筆時点では、短単位ベースを元にした UD の変換まで完了している。今後は長単位
ベースのコーパスも実装し、短単位・長単位ベースの日本語 UDデータを公開予定である。
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表 3 Unidic → UD PoS tags 変換規則
短単位品詞　 短単位基本形　 長単位用法 UD PoS
^形容詞-非自立可能 形容詞-一般 ADJ
^形容詞-非自立可能 助動詞 AUX
^形容詞 ADJ
^連体詞 ^[こそあど此其彼]の DET
^連体詞 ^[こそあど此其彼] PRON
^形状詞-一般 ADJ
^形状詞-タリ ADJ
^形状詞-助動詞語幹 AUX
^副詞 ADV
^感動詞 INTJ
^名詞-普通名詞-一般 NOUN
^名詞-普通名詞-サ変可能 名詞-普通名詞-一般 NOUN
^名詞-普通名詞-サ変可能 動詞-一般 VERB
^名詞-普通名詞-形状詞可能 名詞-普通名詞-一般 NOUN
^名詞-普通名詞-形状詞可能 形状詞-一般 ADJ
^名詞-普通名詞-副詞可能 名詞-普通名詞-一般 NOUN
^名詞-普通名詞-副詞可能 副詞 ADV
^名詞-普通名詞-サ変形状詞可能 名詞-普通名詞-一般 NOUN
^名詞-普通名詞-サ変形状詞可能 形状詞-一般 ADJ
^名詞-普通名詞-サ変形状詞可能 動詞-一般 VERB
^名詞-普通名詞-助数詞可能 名詞-普通名詞-一般 NOUN
^名詞-普通名詞-助数詞可能 名詞-数詞 NUM
名詞-数詞 NUM
^名詞-助動詞語幹 AUX
^名詞-固有名詞 PROPN
^動詞-非自立可能 動詞-一般 VERB
^動詞-非自立可能 助動詞 AUX
^動詞 VERB
^助動-[格係副]助詞 ADP
^助動詞 AUX
^接続助詞 て SCONJ
^接続助?詞 CCONJ
^連体詞 ADJ
^助詞-準体助詞 SCONJ
^助詞-[^格接副] PART
^代名詞 PRON
^補助記号-(句点読点—括弧)— PUNCT
^補助記号 SYM
^記号 SYM
^空白 X
^接頭辞 NOUN
^接尾辞 PART
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表 4 UD 係り受け変換規則
係り元の UD品詞 係り元の UniDic品詞 係り先の品詞 bccwj-pasラベル UDラベル
NUM nummod
CCONJ cc
ADV advmod
ADJ amod
INTJ discourse
PROPN name
NOUN or PRON nmod
VERB VERB advcl
VERB ADJ advcl
VERB NOUN acl
VERB PRON acl
VERB NUM acl
bccwj-pas:ni iobj
bccwj-pas:o obj
bccwj-pas:ga nsubj
助詞-[格副係]助詞 case
SCONJ mark
VERB aux
PART aux
PUNCT punct
NUM nummod
NEG neg
NOUN NOUN compound
NOUN NUM compound
サ変 NOUN compound
VERB NOUN compound
X dep
SYM dep
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表 5 CoNLL-U 形式の各列の説明
列 フィールド名 説明
1 ID 1-origin の ID (ROOTが 0)
2 FORM 書字形出現形
3 LEMMA 語彙素読みをローマ字にしたもの
4 UPOSTAG 品詞 Universal POS
5 XPOSTAG 品詞 BCCWJ 短単位品詞
6 FEATS その他品詞情報 （“—”で ORを表現、順不同）
7 HEAD 係り先 ID
8 DEPREL 係り受け関係
9 DEPS Secondary Dependency (List, Head-deprel pairs)
10 MISC その他 （文節内の主辞情報）
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